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実践事例２ 小学校第５学年 「日本の工業には，どんな特色があるの」

単元について

○ 学習指導要領の内容(3)「我が国の工業生産について，『様々な工業製品が国民生活を支えている

こと』や『我が国の各種の工業生産や工業地域の分布など』，『工業生産に従事している人々の工夫

や努力，工業生産を支える運輸などの働き』を調査したり地図や地球儀，資料などを活用したりして

調べ，それらは国民生活を支える重要な役割を果たしていることを考えるようにする」ことをねらう。

これを受け，我が国の各種の工業生産やその特色について追究させる際，工業生産の現状から自分

たちの住んでいる有田町と対比させて考えさせる活動を取り入れる。有田町の陶磁器(有田焼)製造業

(以下，有田焼生産)を具体的な工業生産の事例として「意思決定を取り入れた討論型の学習」を行う。

これにより，有田焼生産が基幹産業である有田町に住む児童が，日本の工業生産を身近な事象として

捉え，我が国の工業生産が国民の生活の向上や産業の発展に果たしている役割を考えようとする意欲

を高めることが期待できるとともに，日本の工業生産について深く考えることができると考える。

○ 児童は，社会科の学習が好きな理由として，知識を得ることやそのために調べることを挙げている。

しかし，資料を基に考えたり，自分の考えを発言することに関しては，考え方や述べ方に困難さを感

じているという理由から消極的な児童が多い。また，「有田町の工業といえば何か」という質問に対

して焼き物と答えられた児童は，少数であった。

○ 指導に当たっては，まず，学習問題Ⅰ「日本の工業には，どんな特色があるのだろう」を設定する。

次に，有田町の陶磁器販売額が減少している現状から，学習問題Ⅱ「これからの有田焼は，大量生産

し，値段を安くすべきか」へと導いていく。このように，日本の工業生産の特色を学習したことを生

かし，これからの有田焼生産の在り方を考えさせることを通して，日本の工業生産が国民生活を支え

る重要な役割を果たしていることについての考えを深めさせたい。

単元の目標

○ 我が国の工業の特色について，身の回りの工業製品に関心をもち，我が国で盛んな工業の種類，

主な輸出入品，工業生産の盛んな地域などの資料を活用して調べ，日本や有田町の工業生産の現状

や工業生産が抱えている問題点などが分かり，日本の工業生産が国民生活を支える重要な役割を果

たしていることについて考えるようにする。

これまでに学習したことを踏まえた上で，これからの有田焼生産の在り方について考え，資料や

論題を基にした議論の内容を根拠にして，自分の考えを適切に表現することができるようにする。

単元の評価規準

社会的事象への 社会的な 観察・資料活用の 社会的事象についての

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

○我が国の工業生産につ ○我が国の工業生産の特 ○地図，統計，写真など ○我が国の工業生産の

いて関心をもち，その 色について，学習問題 の資料を活用して，日 特色や現状を理解し

特色について様々な観 や予想，学習計画を考 本や有田町の工業生産 ている。

点から意欲的に調べて え表現している。 の現状や問題点につい ○我が国の各種の工業

いる。 ○我が国の工業生産の特 て必要な情報を集め， 生産や様々な工業製

○我が国の工業生産が国 色や現状を国民生活と 読み取っている。 品が国民生活を支え

民生活を支える重要な 関連付けて，国民生活 る重要な役割を果た

役割を果たしているこ を支えている役割や有 していることを理解

とやこれからの有田焼 田焼生産の発展を考え している。

生産の発展を考えよう 適切に表現している。

としている。
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単元の指導計画(全６時間)

過程 主な学習活動 教師の指導・支援 時配

学 ○身の回りの工業製品は，６つの種類に ○工業製品が６つの種類(金属・機械・化学・

習 分けられることを知る。 食料品・繊維・その他)に分けられることを

問 知らせ，有田町の有田焼生産はどの工業に

題 分けられるのかを考えさせる。 １

を ○日本の製造業の工場数や事業所数が減少 ○日本の製造業の工場数や事業所数が減少し

つ していることを基に，日本の工業生産に ていることを提示し，日本の工業生産に対

か ついて，調べていきたいことを考える。 する関心をもたせる。

む

○統計資料を読み取って，日本で特に盛 ○円グラフや帯グラフの読み方を説明した後

んな工業生産や日本の主な輸出入品を調 に，調べさせる。

べる。 ○それぞれの工業生産の割合だけでなく，従

業員数や工場数の減少などにも目を向けさ
１

せる。

○有田町の工業生産額や従業員数の半数程度

は有田焼生産に関連があることを読み取ら

せる。

調
○資料を基に，工業生産の盛んな地域が ○工業生産額が多い地域やその地域での盛

べ
どのような場所に多いかについて考え んな工業生産を調べさせる。

１

る
る。 ○複数の資料を基に，工業生産が盛んになる

条件を考えさせる。

○優れた技術をもつ中小工場の事例を基 ○中小工場の数などに関する資料や優れた

に，中小工場の社会的役割を考えるとと 技術をもつ中小工場の事例を調べることを

もに，中小工場の問題点を調べる。 通して，中小工場が社会に必要であること

を考えさせる。
１

○日本のこれからの工業生産について考え ○「環境」に配慮した工業生産が求められて

る。 きていることに気付かせる。

○学習問題Ⅰをまとめる。 ○学習問題Ⅰについて，盛んな工業生産など

学習したことを中心にまとめさせる。

○有田町の工業生産の現状について知り， ○有田町の有田焼生産では，売り上げ，従

これからの有田焼生産の在り方について 業員数ともに減少している現状を知らせ，

考える。 これからの有田焼生産の在り方について考 １

考 ○学習問題Ⅱを設定し，意思決定１を行う。 えさせる。 本

え ○児童の考えを基に，工業製品の質と価格の 時

・ 安さから社会的な問題に気付かせ，学習問 (5/6)

ま 題Ⅱへと導く。

と

め ○これからの有田焼生産の在り方につい ○学習問題Ⅱについて，賛否両方の立場で

る て討論を行い，討論内容を基に自分の考 意見を交流させることで，自分の考えを見

えをまとめる。 (意思決定２) 直させ，これからの有田焼生産を発展させ １

ていく方法と自分にできることをまとめさ

せる。

日本の工業には，どんな特色があるのだろう。《学習問題Ⅰ》

論題 これからの有田焼は，大量生産し，値段を安くすべきか。《学習問題Ⅱ》
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小学校５学年 「日本の工業には，どんな特色があるの」(本時の様子)

本時の目標

これまでに学習した日本や有田町の工業生産の現状を踏まえた上で，これからの有田焼生産の在り方

について考え，自分の考えを適切に表現することができる。

本時の展開の概要(５／６)

まず，有田町の陶磁器販売額が減少している事実から，これからの有田焼生産について考えさせるめ

あてをもたせた。次に，生産，販売，消費者の立場から有田焼の販売額が減少した理由を考えさせた。

その際，工業製品の質を維持することと価格を安くすることが対立していることに気付かせ，今後どの

ような有田焼生産を目指せばよいのかを考えさせることで学習問題Ⅱへと導いた。最後に，学習問題Ⅱ

について意思決定を迫った(意思決定１)。

本時に取り上げる社会的な問題【社会的な問題のパターン】

社会的な問題「有田町の主産業である陶磁器産業の販売額が減少していること」

【研究や論争の材料となる事件】

本時の様子

主な学習活動 教師の指導・支援

○日本の工業生産の特色を振り返り，消費 ○車やシューズなどを買うときに，価格を中心に安全

者の立場から工業製品を選ぶ観点につい 性や耐久性など何を大事にして選ぶかを考えさせる

て考える。 ことで，工業製品を売るには消費者の視点からも考

える必要があり，人によって価値観が違うことに気

導
付かせた。

入

○学習のめあてをもつ。 ○有田焼の印象(値段が高い・きれい・技術が優れて

いる)を押さえた上で，自分たちが買いたい湯飲み

(値段が安い)とは違うことに気付かせた。

○資料から，有田町の陶磁器販売額が減少しているこ

とを読み取らせ，これからの有田焼生産の在り方を

考えようという意欲をもたせ，めあてを提示した。

社 ○有田町の陶磁器販売額が減少した理由を ○有田町の陶磁器販売額が減少した理由を考えさせ，

会 考え，どのような有田焼生産を目指した それを基に，どのような有田焼生産を目指していけ

的 らよいか考える。 ばよいかを考えさせた。

な

問

題

を

めあて これからの有田焼の生産について考えよう。

２つの価値を視覚的に整理した板書

シューズは高い方がいいです。
長持ちするし，はきごごちがい
いからです。

シューズは安い方がいいです。はきごごち
が悪くても，足はすぐに大きくなるからで
す。

ゲーム機は，高くてもこわれないのがいい
です。茶わんは，われたらまた買えばいい
ので安い方がいいです。

車は高くても安全な方がいいで
す。安くてこわれやすいと事故に
つながるかもしれないからです。

電子黒板で提示した有田町の

陶磁器販売額のグラフ

有田町の工業の

中心は窯業だっ

たね。このまま

だったらどうな

ると思う？

こんな原因が考えられるんだね。
これからの有田焼はどうしていった
らいいと思う？

過程

ワークシートの記述内容
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把 ○「値段をそのままで付加価値を付ける(工業製品の

握 質を維持する)」，「大量生産をして値段を下げる(価

す 格を安くする)」という２つの意見に整理し，学習

る 問題Ⅱへと導いた。

○学習問題Ⅱについての意思決定を行い， ○これまでに学習した日本や有田町の工業の現状を踏

ワークシートに記入する。(意思決定１) まえた上で，これからの有田焼生産の在り方につい

てワークシートに記述させた。 【評価】

○学習問題Ⅱについて，次時に討論を行う ○学習問題Ⅱについての意思決定が，賛否両方の意見

ことを課題としてもつ。 があることに気付かせることで，意見を交流させる

意欲をもたせた。

実践を終えて

【成果】

○ 日本の工業生産の特色などを学習する中で，児童の住む有田町の工業生産を具体例として挙げる

ことで，児童の学習問題を解決しようとする意欲を高めることができました。また，児童に，今後

どのような有田焼生産を目指したらよいかを考えさせ，発言を「値段はそのままで付加価値を付け

る」と「大量生産して値段を下げる」の２つにまとめることで対立点を明確にし，学習問題Ⅱへと

導くことができました。

○ 質が高い製品(値段が高い)と質があまりよくない製品(値段が安い)との比較から，消費者のニー

ズやその個人による違いについて捉えさせる際，児童の意見を視覚的に分かりやすくまとめ，板書

を工夫することができました。また，そのことが，どのような有田焼生産を目指せばよいかを考え

る際の手助けとなりました。

【課題】

○ 第５学年の我が国の工業生産について学習する中で，発展的な内容として伝統的な工業生産であ

る有田焼生産を取り上げましたが，「学習指導要領第３学年及び第４学年の目標と内容」と「学習

指導要領第５学年の目標と内容」を照らし合わせ，第５学年のねらいに沿うよう単元計画を工夫す

る必要があります。

社会的な問題

(研究や論争の材量となる事件)

「有田町の主産業である陶磁器産業(有

田焼生産)の販売額が減少しているこ

と」

意思決定１ ワークシートの記述内容

論題 これからの有田焼は，大量生産し，ねだんを安くすべきか。《学習問題Ⅱ》
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